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家屋の取り壊し、住宅用地の利用変更は届出を！

◎問い合わせ先　神埼市役所　税務課　☎37－0114

省
エ
ネ
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
耐
震
改
修
工
事
を
し
た
場
合
の
固
定
資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て

　

既
存
住
宅
に
一
定
の
要
件
を
満
た
す
改
修
工
事
を
す
る
と
、
そ
の
住
宅
に
係
る
固
定

資
産
税
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。要
件
や
申
告
方
法
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

対象家屋 対象工事 工事費用

省エネ改修
工事

平成20年１月１日以前
から所在している住宅

・窓の断熱改修工事（必須）�　・床の断熱改修工事
・天井の断熱改修工事�　　�　�・壁の断熱改修工事
※改修部位が現行の省エネ基準に適合していること

30万円以上

バリアフリー
改修工事※1

平成19年１月１日以前
から所在している住宅

・通路又は出入り口の拡幅　・戸の改良
・階段の勾配の緩和　　　　・浴室の改良
・便所の改良　　　　　　　・手すりの取り付け
・床の段差の解消　　　　　・床表面の滑り止め化

補助金等を
除く実質自
己負担額が
30万円以上

耐震改修
工事

昭和57年１月１日以前
から所在している住宅 現行の耐震基準に適合する耐震改修工事 30万円以上

※1�バリアフリー改修工事については、次のいずれかに該当する方が改修住宅に居住していることが
要件となります。　・65歳以上の方　・要介護認定を受けている方　・障害者の方

【申告方法】

改修工事完了日から３ヶ月以内に、①改修に要した費用の証明書（領収書、契約書等の写し）②
工事明細書の写し（建築士、登録性能評価機関等による証明で代替可）③改修箇所の図面・工事
写真を申告書に添えて税務課窓口に提出してください。バリアフリー改修の場合は①～③に加え
④居住者の状況を確認できる書類の写し（介護保険被保険者証又は障害者手帳など）⑤その他補
助金等の明細の写しが必要です。

※耐震改修は、バリアフリー改修や省エネ改修に伴う減額と同時に適用されません。バリアフリー
改修と省エネ改修は同時に適用できます。
※建築後相当年数が経過した家屋の場合、固定資産税の減額が建築士、指定確認検査機関又は登録
住宅性能評価機関による証明手数料を下回る場合がありますので、ご注意ください。

　固定資産税は、毎年１月１日に土地･家屋･償却資産を所有し
ている人や事業所に課税されます。
　平成24年中に家屋の取り壊しや住宅用地の利用状況に変更が
あった場合は、届出をしてください。

◆家屋の取り壊し（一部を含む）
　家屋（居宅・倉庫・物置・事務所など）を取り壊した場合
※建物の滅失登記をされている場合は、届出の必要はありません。
◆住宅用地の利用状況の変更
　家屋を取り壊して空き地や駐車場などへ利用を変更した場合。
※利用状況に変更がない場合は、届出の必要はありません。

○届出期限
　平成25年１月31日（木）
○提出書類
　・家屋取壊し届出書
　・住宅用地の申告書

届出書・申告書は神埼市
役所税務課、各支所総合
窓口課にあります。

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の
申
告
は
お
忘
れ
な
く
！

償
却
資
産
か
ら
除
か
れ
る
も
の

○
自
動
車
、
軽
自
動
車
、
小

型
特
殊
自
動
車
な
ど
自
動

車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課

税
対
象
に
な
る
も
の
（
乗

用
ト
ラ
ク
タ
ー
・
乗
用
コ

ン
バ
イ
ン
・
乗
用
田
植
機

な
ど
含
む
）

○
耐
用
年
数
１
年
未
満
の
償

却
資
産
ま
た
は
10
万
円
未

満
の
償
却
資
産
を
損
金
参

入
（
例
え
ば
、
確
定
申
告

時
に
減
価
償
却
で
取
得
価

格
の
全
額
を
経
費
と
し
て

計
上
）
し
た
も
の

○
20
万
円
未
満
の
償
却
資
産

で
、
３
年
間
の
一
括
償
却

を
選
択
し
た
も
の

○
無
形
固
定
資
産（
営
業
権
・

鉱
業
権
・
漁
業
権
・
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
な
ど
）

○
生
物
（
牛
・
馬
・
鶏
・
果

樹
な
ど
）

　

法
人
や
個
人
で
事
業
を
行
っ

て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の

た
め
に
用
い
る
こ
と
の
で
き

る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、

備
品
等
を
「
償
却
資
産
」
と

い
い
、
土
地
や
家
屋
と
同
様

に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。

※
課
税
標
準
額
の
合
計
が
１

５
０
万
円
未
満
の
場
合
は
、

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

神
埼
市
内
に
償
却
資
産
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
地

方
税
法
第
３
８
３
条
の
規
定

に
よ
り
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
の
資
産
の
種
類
、
数
量
、

取
得
時
期
、
取
得
価
格
、
耐

用
年
数
な
ど
を
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

○
申
告
期
限�

１
月
31
日（
木
）

　

申
告
書
は
、
神
埼
市
役
所

税
務
課
、
各
支
所
総
合
窓
口

課
に
あ
り
ま
す
。

設
備

・
使
用
可
能
な
期
間
が
１
年
未

満
ま
た
は
取
得
価
格
が
20
万

円
以
下
の
資
産
で
も
個
別
償

却
を
し
て
い
る
も
の

・
租
税
特
別
措
置
法
の
規
定
を

適
用
し
、
即
時
償
却
等
を
し

て
い
る
も
の

（
例
）
中
小
企
業
者
の
30
万
円

未
満
の
減
価
償
却
資
産
の
損
金

算
入
の
特
例
を
適
用
し
た
資
産

︽
注
意
︾

次
の
資
産
も
償
却
資
産
の
対
象

と
な
り
ま
す
！

・
遊
休
ま
た
は
未
稼
働
の
償
却

資
産
で
あ
っ
て
も
、
賦
課
期

日（
１
月
１
日
）現
在
に
お
い

て
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
状
態
に
あ
る
も
の

・
家
屋
に
施
し
た
取
り
外
し
が

容
易
な
設
備
（
簡
易
間
仕
切

り
等
）
や
特
定
の
生
産
ま
た

は
事
業
の
用
に
供
す
る
建
築
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進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

　

11
月
29
日
に
32
人
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
参
加
さ
れ
、
武
雄
市
の
男
女
共

同
参
画
の
取
り
組
み
や
活
動
状
況
に

つ
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

武
雄
市
は
、
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に
賛
同

す
る
市
民
組
織
が
17
団

体
組
織
さ
れ
、
各
々
が

独
自
の
事
業
を
展
開
し

つ
つ
、「
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
た
け
お
」
と
し

て
情
報
発
信
の
た
め
の

か
わ
ら
版
発
行
や
定
期

的
な
会
議
等
、
各
団
体

の
相
互
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
行
政
と
一
体

と
な
っ
た
事
業
も
積
極
的
に
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
役
所
の
担
当
課
は

「
つ
な
が
る
部
男
女
参
画
課
」と
ネ
ー

ミ
ン
グ
さ
れ
、
親
し
み
や
す
く
、
響

き
の
よ
い
課
名
で
し
た
。
研
修
会
に

は
、
市
職
員
や
17
団
体
の
代
表
者
が

出
席
さ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
な
さ

れ
、
充
実
し
た
実
り

あ
る
研
修
で
し
た
。

　

視
察
後
は
、
御
船

山
楽
園
を
見
学
し
ま

し
た
。
小
雨
が
降

り
、
紅
葉
も
や
や
色

あ
せ
た
感
じ
で
し
た

が
、
園
内
の
景
観
は

素
晴
ら
し
い
も
の
で

し
た
。

先
進
地
視
察
研
修
の
報
告

神埼市青少年主張大会

男性の料理教室
家事するあなたはカッコイイ！

毎年好評の料理教室を開催します。
初心者の方も大歓迎です。
ぜひご参加ください。

●とき
　平成25年１月26日（土）
　午前10時から午後０時半まで
●ところ　神埼市中央公民館
●募集人数　30人
●参加費　300円（主に材料費）
●募集締切日　１月15日（火）
●持参するもの　
　エプロン、タオルなど
●講師　
　神埼市食生活改善推進協議会
　山口好子さん他
●主催
　・神埼市男女共同参画推進
　　　　　　　　　ネットワーク
　・神埼市

◎申込・問い合わせ先
　山邊　☎59－2844
　葊瀧　☎52－2508
　佐藤　☎44－2925
　神埼市役所市長公室　☎37－0088

女
性
の
た
め
の
相
談
室

　

性
別
に
よ
る
差
別
、
夫
婦
や
子

ど
も
な
ど
家
庭
内
の
心
配
ご
と
、

夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
の
悩
み
、

セ
ク
ハ
ラ
、
近
所
や
職
場
の
人
間

関
係
な
ど
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と

で
も
一
人
で
悩
ま
な
い
で
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

※
相
談
無
料

〇
と
き　

１
月
16
日
（
水
）

　

午
後
１
時
半
か
ら
４
時
半
ま
で

〇
と
こ
ろ

　

神
埼
市
中
央
公
民
館
２
階
和
室

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推
進

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

代
表　

髙
栁

　

☎
５
２

－

４
７
０
９

　

神
埼
市
役
所　

市
長
公
室

　

☎
３
７

－

０
０
８
８

老人クラブ趣味の作品展
　会員が創作した、手芸、工芸、絵画、書、写真
などを展示します。会員の生きがいづくりと、来
場者との交流を目的としています。
　秀作がたくさん展示されますので、ぜひご来場
ください。

○と　き　２月２日（土）�９：00～ 16：00
　　　　　２月３日（日）�９：00～ 16：00
　　　　　２月４日（月）�９：00～ 12：00
○ところ　神埼市中央公民館　第１研修室

◎問い合わせ先　

　神埼市老人クラブ事務局　☎37－0111

　神埼市内の小・中学生、高校生、大学生、新成人の代
表13人が、日ごろ気づいたことや訴えたいこと、願いや
希望を心をこめて元気いっぱいに発表します。
　未来を担う青少年に温かい応援をお願いします。市民
の皆さん、どうぞお出かけください！

○と　　き　２月２日（土）９：30～ 12：00
○と こ ろ　千代田文化会館はんぎーホール
○特別出演　吹奏楽部の演奏（神埼中学校）　　　　　
　　　　　　英語弁論　千代田中学校３年　松藤佳苗さん
○主　　催　神埼市青少年育成市民会議
○共　　催　神埼市、神埼市教育委員会
　　　　　　神埼ロータリークラブ

◎問い合わせ先　 
　神埼市青少年育成市民会議　☎44－2731　　　

初心者の方も大歓迎です。
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ゆるキャラグランプリ２０1２結果
　９月15日から11月15日まで、ゆるキャラグランプリ2012の投票が行わ
れました。神埼市のマスコットキャラクター「くねんワン」「くねんニャ
ン」は、エントリーされた全国865キャラ中497位、佐賀県内の14キャラ
中10位でした。
　たくさんの投票ありがとうございました。今後とも応援よろしくお願い
します！

◎問い合わせ先　神埼市役所　商工観光課　☎37－0107

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

三
谷
地
区
で
事
業
完
了
！

　

平
成
24
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
で
採
択
を
受
け
て
い
る
２
団
体
の

う
ち
、
次
の
１
団
体
に
お
い
て
助
成
事

業
が
完
了
し
ま
し
た
。

◎
三
谷
地
区

・
屋
外
放
送
施
設
整
備

　
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

　

こ
の
事
業
は
、（
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
助

成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に

宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

市
長
公
室

　

☎
３
７

－

０
１
０
２

▲屋外放送施設スピーカー
▲三谷公民館内ラック型
　アンプ

災
害
情
報
を
よ
り
確
実
に

①
電
話
案
内
サ
ー
ビ
ス

　

☎
５
１

－

１
２
６
０
に
電
話
を
か

け
る
と
放
送
さ
れ
た
内
容
が
確
認

で
き
ま
す
。

※
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

②
ぶ
ん
ぶ
ん
テ
レ
ビ
で
の
テ
ロ
ッ
プ

表
示

　

ぶ
ん
ぶ
ん
テ
レ
ビ
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
は
、
市
民
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
テ
ロ
ッ
プ

や
デ
ー
タ
放
送
で
の
緊
急
情
報
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
防
災
メ
ー
ル
の
配
信

　

携
帯
電
話
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
事
前
に
登
録

し
て
い
た
だ
く
と
緊
急
情
報
を

メ
ー
ル
で
配
信
し
ま
す
。

※
登
録
方
法
は
「
防
災
メ
ー
ル
登
録

方
法
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

④
防
災
W
E
B
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

の
開
設

　

放
送
さ
れ
た
内
容
や
防
災
に
関
す

る
情
報
が
確
認
で
き
ま
す
。

防
災
メ
ー
ル
登
録
方
法

︻
登
録
方
法　

そ
の
１
︼

　

携
帯
電
話
に
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
機
能
が
あ
る
場
合
は
左
側
の

「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
か

ら
ア
ク
セ
ス
し
、

案
内
に
従
い
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

　︻
登
録
方
法　

そ
の
２
︼

　

左
記
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.b
o
u
sa
i.c
ity.

kanzaki.saga.jp/m
ail/pub/

　

返
信
メ
ー
ル
が
受
信
で
き
な
い
時

は
、
着
信
拒
否
の
設
定
﹃
ド
メ
イ
ン
指

定
受
信
﹄（bousai.city.kanzaki.

saga.jp

）
の
確
認
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
﹃
ド
メ
イ
ン
指
定
受
信
﹄
の
設
定

方
法
は
各
端
末
会
社
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

神
埼
市
役
所　

防
災
危
機
管
理
課

　

☎
３
７

－

０
１
０
４

　

防
災
行
政
無
線
の
補
完
機
能
で
放
送
内
容
が
確
認
で
き
ま
す
。

引き続き『節電』へのご協力をお願いいたします。

九州電力㈱佐賀営業所　☎0120（986）303

●平成24年12月３日(月) ～平成25年３月29日(金)　　　　　
　（年末年始の12/31 ～１/ ４を除く）の平日の８時から21時まで
日頃より、節電にご協力をいただき大変ありがとうございます。
お客さまには、ご不便とご迷惑をお掛けし申し訳ございません
が、引き続きお客さまの生活・健康や経済活動に支障のない範
囲で、昨年冬にお取り組みいただきました同様の節電にご協力
をお願い申し上げます。

問い合わせ先

エアコン

照　明

冷蔵庫

テレビ

ジャー
炊飯器

重ね着などをして、室温20℃を心がけましょう。
窓には厚手のカーテンを掛けましょう。

不要な照明をできるだけ消しましょう。

冷蔵庫の設定を「弱」に変え、扉の開閉をできるだ
け減らし、食品をつめこまないようにしましょう。

画面の輝度を下げ、必要な時以外は消しましょう。

保温機能は使用せずに、よく冷ましてから冷蔵庫に
保存しましょう。

■ご家庭での「節電」取組事例

※上記の取組事例については、経済産業省「2011冬期の節電メニュー
　(ご家庭の皆様)」から抜粋しています。

新春！ゆるキャラ大運動会
2013！

１月２日（水）14：00 ～
サガテレビで放送予定

ぜ
ひ
見
て
ね
！

県内のゆるキャラ大集合プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
﹁
神
埼
よ
か
よ
か
券
﹂
の
使
用
は
お
早
め
に
！ 

～
詳
し
く
は
、
神
埼
市
商
工
会
（
☎
５
２

－

７
１
３
１
）
ま
で
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⑤

海
辺
の
集
落
と

古
代
の
「
津
」
の
巻

　

そ
の
昔
、
有
明
海
の
海
岸
線
は
今

よ
り
も
ず
っ
と
北
に
あ
り
、
流
通
の

中
心
は
船
で
し
た
。
神
埼
も
例
外
で

は
な
く
、
有
明
海
、
筑
後
川
か
ら
城

原
川
、
田
手
川
、
馬
場
川
を
さ
か
の

ぼ
り
人
や
物
が
行
き
来
し
、
周
辺
に

は
弥
生
時
代
か
ら
集
落
が
栄
え
て
い

た
事
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

情
報
の
宝
庫
、
詫
田
西
分
遺
跡

　

千
代
田
庁
舎
前
を
通
る
国
道
２
６

４
号
沿
い
の
詫
田
西
分
遺
跡
は
、
弥

生
時
代
集
落
跡
の
中
で
も
拠
点
的
な

集
落
跡
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

昭
和
57
年
か
ら
行
わ
れ
た
ほ
場
整

備
事
業
に
よ
る
発
掘
調
査
で
は
、
貝

塚
を
伴
う
湿
地
帯
だ
っ
た
た
め
、
通

常
で
は
残
っ
て
い
な
い
有
機
質
の
遺

物
が
た
く
さ
ん
発
見
さ
れ
、
さ
な
が

ら
情
報
の
宝
庫
と
い
え
る
遺
跡
で
す
。

　

中
で
も
、水
鳥
を
か
た
ど
っ
た「
鳥

形
木
製
品
」
は
全
国
で
も
４
、
５
例

し
か
出
土
し
て
い
な
い
大
変
珍
し
い

も
の
で
す
。
同
じ
く
木
製
の
机
や
椅

子
を
見
て
も
、
当
時
の
人
々
が
非
常

に
高
度
な
木
工
技
術
を
持
っ
て
い
た

事
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
の
机
に
並
ぶ
食
事
は
、
有
明
海

の
魚
は
も
ち
ろ
ん
、ク
ジ
ラ
や
サ
メ
、

ス
ズ
キ
や
カ
キ
な
ど
の
骨
や
殻
が
出

土
し
て
い
て
、
豊
か
な
食
卓
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
一
方
、
山
の
動
物
の
骨

は
体
の
一
部
し
か
出
土
し
て
お
ら

ず
、
部
位
ご
と
に
物
々
交
換
し
て
い

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、甕
棺
（
か
め
か
ん
）
墓
、

土
壙
（
ど
こ
う
）
墓
に
埋
葬
さ
れ
た

人
骨
を
、
人
類
学
的
見
地
か
ら
分
析

し
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
は
渡
来
系

の
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時

の
海
岸
線
は
国
道
の
お
よ
そ
１
キ
ロ

南
。
大
陸
か
ら
多
く
の
新
技
術
や
文

化
を
携
え
、海
を
渡
っ
た
人
た
ち
が
、

在
来
の
人
た
ち
と
共
に
生
活
を
営

み
、
そ
の
後
の
吉
野
ヶ
里
を
中
心
と

す
る
「
ク
ニ
」
の
成
立
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

神
埼
荘
三
所
大
明
神
の
高
志
神
社

　

国
道
を
東
へ
進
み
、建
久
８
年（
１

１
９
３
）創
建
と
伝
え
ら
れ
る
古
社
、

若
宮
神
社
の
前
を
通
り
、
さ
ら
に
北

に
進
む
と
、
佐
賀
県
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
「
高
志
狂
言
」
が
受
け
継
が

れ
る
高
志
地
区
に
入
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
鎮
座
す
る
の
は
、
白
角
神

社
・
櫛
田
宮
と
並
ぶ
、
神
埼
荘
の
三
所

大
明
神
の
ひ
と
つ
高
志
神
社
で
す
。

　

境
内
を
囲
む
堀
に
は
１
７
０
０
年

代
に
造
ら
れ
た
石
橋
が
架
け
ら
れ
て

い
て
、
石
工
は
、
牛
津
の
砥
川
の
平

川
氏
と
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

地
区
で
昭
和
59
年
に
行
わ
れ
た
発
掘

調
査
で
は
、
多
く
の
井
戸
の
跡
、
柵

や
溝
で
区
画
さ
れ
た
施
設
跡
、
文
字

が
記
さ
れ
た
木
簡
、
役
人
が
付
け
る

帯
金
具
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
簡
の
文
字
は
、
か
ろ
う
じ
て
読

め
る
部
分
を
見
る
と
、
○
○
一
人
、

○
○
二
人
な
ど
、
人
の
動
き
に
つ
い

て
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

詳
細
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

地
形
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
蔵
戸
に

津
、
荒
堅
目
に
津
を
管
理
す
る
役
所

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
一
帯
は
、

神
埼
荘
の
津
と
し
て
日
宋
貿
易
の
拠

点
と
な
り
、
平
安
・
鎌
倉
の
頃
に
最

盛
期
を
迎
え
た
の
で
し
ょ
う
。

　

さ
か
の
ぼ
る
と
、
こ
の
荒
堅
目
一

帯
に
は
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
人
が

住
ん
で
い
て
、
水
辺
を
舞
台
に
し
た

漁
業
と
交
易
で
栄
え
た
集
落
と
言
え

ま
す
。

　

山
か
ら
注
ぐ
川
の
水
と
、
母
な
る

海
と
潮
の
恵
み
。
こ
の
二
つ
の
水
の

恩
恵
と
、
時
に
は
猛
威
を
受
け
な
が

ら
、
先
人
た
ち
が
営
ん
で
い
た
暮
ら

し
を
想
像
し
、
皆
さ
ん
も
歩
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

神
埼
市
役
所
政
策
推
進
室

　

☎
３
７

－

０
１
０
２

※
詳
し
く
は
神
埼
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム「
か
ん
ざ
き
＠
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い

▲現在の詫田西分遺跡一帯

▲若宮神社の石造肥前鳥居

▲石橋を見学する参加者

田
手
川

馬
場
川

国
営
千
代
田
西
１
号
線

高
志
神
社

蔵
戸

荒
堅
目

若
宮
神
社

詫
田
西
分
遺
跡

国道264国道264

　

美
し
い
緑
青
色
の
屋
根
を
持
つ
本

殿
の
裏
に
は
、
多
数
の
甕
棺
墓
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
銅
剣
が

副
葬
さ
れ
、
剣
や
弓
矢
に
よ
る
傷
跡

が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
戦
で
死

亡
し
た
、
こ
の
地
の
有
力
者
の
墓
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
宋
貿
易
の
拠
点
、荒
堅
目
・
蔵
戸

　

田
手
川
と
馬
場
川
に
挟
ま
れ
た
蔵

戸
地
区
は
、
以
前
は
倉
戸
と
書
き
、

こ
こ
に
は
現
在
の
港
、「
津
」
が
置

か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、

櫛
田
大
明
神
由
緒
記
に
「
櫛
田
宮
造

営
の
木
材
を
倉
戸
津
へ
船
で
運
ん

だ
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
も

分
か
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
西
に
隣
接
す
る
荒
堅
目
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◎申込・問い合わせ先　　神埼市役所　政策推進室　☎37－0121　FAX52－1120

政策推進室

から 神埼市は歴史文化遺産を活かしたまちづくりを進めています
地域おこし研究会・勉強会だより Vol. ５

水田栽培の和ヒシ収穫（焼酎などの原料に）
　市では、クリークに
自生する特産品の和ヒ
シを安定確保しよう
と、今年度は千代田町
の高志地区と仁戸田地
区の水田で試験栽培に
取り組んでいます。
　11月25日に仁戸田地

区で、区長、地区役員および子供クラブをはじめ多
くの地区住民が参加され、菱の実収穫を体験されま
した。高志地区では、10月26日から収穫が行われま
した。
　今回試験栽培を行った水田栽培の菱は、焼酎の原
料として使用され、来年度に神埼菱焼酎として試験
販売することになります。

「神埼の玄関口・中心街の駅通り活性化策」
　研究始まる
　駅通り地区では、神埼の玄関口である駅通りの活性化策
を地区の皆さまのアイデアや意見などを集めて考えていこ
うと意見交換などが進められていました。
　このほど、活性化のための実行委員会が設置され、駅通
り活性化の方策や取り組み方などを研究していく、地域お
こしの研究が動き出しました。同区には多くの商店や事業
所、学校があり、朝夕は多くの通行がある中心街で、ＪＲ
神埼駅からの街路・歩道やハナミズキ並木は活性化に役立
つ地域資源と考えられています。
　今後は駅周辺の活性化に
取り組んでいる先進地事例
の調査研究などを検討され
ます。

第８回現地体験学習会（神埼まちあるき）のご案内　「長崎街道を歩こう」を開催します
○と　　き　　１月27日（日）　
　※雨天時：２月３日（日）に延期
　８：30受付開始�９：00出発�12：30終了（予定）
○集合場所　　神埼市役所（本庁）駐車場
○コ ー ス 　　　
　市役所駐車場～ひのはしら一里塚�はバスにて移動
　ひのはしら一里塚～千代田境原・仲田町�は徒歩移動
　千代田仲田町～神埼市役所はバスにて移動
○注意事項
　・全コース、徒歩による見学です。
　・長時間歩くことのできる靴と服装でご参加ください。
　・飲物、帽子、雨具などをご準備ください。

○参加申込
　1月18日（金）までに、神埼市役所�政策推進室
までお申し込みください。　

▲仁戸田地区の菱の実収穫の様子

▲

長
崎
街
道
に
唯
一
残
る

　
　
　
　
ひ
の
は
し
ら
一
里
塚

情報提供とご協力をお願いします

地域資源の調査を行っています
◎古文書や古書・古写真は、貴重な神埼の歴
史を記録した資料です。
　ご自宅などに、昔の神埼のことを記録した
文書や手紙・書籍などの古文書や明治・大正・
昭和頃の神埼の風景や街並み・人物などを写
した写真が保管されていませんか。これらの
資料を保管されていましたら、情報提供をお
願いします。

尾崎焼・尾崎人形をお持ちではないですか
◎神埼町尾崎地区で焼かれていた尾崎焼・尾崎人形は、
貴重な神埼の伝統工芸品です。
　尾崎焼の火鉢や風炉、鳩笛
などの尾崎人形の製品、焼物
づくりの風景が写った写真な
どを調査しています。製品・
写真などをお持ちの方は、情
報提供をお願いします。


